
本
学
園
図
書
館
で
は
、
今
年
も
一
人
一
冊
献
本
運
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
お
蔭
様
に
て
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁
の
皆
様
方
の
献
本
運
動

の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
成
果
も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご

高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員
一
同
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
五
年
度
図
書
寄
贈
者
ご
芳
名

１
池
見
猛
殿
『
宮
澤
俊
義
氏
の
外
国
製
国
民
主
権
論
を
抹
殺
」

他
七
冊

２
伊
藤
淳
二
殿
『
理
想
』
一
冊

３
秋
山
智
孝
殿
『
山
梨
県
巨
木
誌
』
一
冊

４
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
殿
『
大
倉
邦
彦
旧
蔵
書
目
録
和
書
』

一
冊

５
池
原
錬
昌
殿
「
春
雷
」
十
一
冊

６
和
泉
定
広
殿
『
歴
史
と
自
然
甲
州
の
峠
』
一
冊

７
国
士
館
大
学
殿
『
法
と
政
治
』
一
冊

８
河
村
孝
照
殿
『
新
国
訳
大
蔵
経
文
殊
経
典
部
２
』
一
冊

９
国
際
仏
教
学
研
究
所
殿
『
函
シ
罰
田
困
鈩
弓
弓
諺
諺
ｚ
ｐ
ｏ
ｏ
で
シ

ロ
ン
弓
弓
諺
』
二
冊

◇
学
園
彙
報
（
平
成
六
年
度
）

◇
図
書
館
だ
よ
り

29282726 2524232221 2019 1817 161514 13 1211 10

㈱
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
殿
『
生
活
Ｕ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
冊

児
島
錬
戒
殿
『
数
学
辞
典
』
「
日
本
家
紋
総
鑑
」
他
九
冊

鬼
内
仙
次
殿
『
灯
寵
流
し
』
一
冊

尾
崎
文
英
殿
「
尾
崎
文
英
集
』
日
本
全
国
歌
人
叢
書
（
戒
壇
）

一
冊

光
寿
園
殿
『
聖
日
蓮
』
二
冊

講
談
社
殿
『
空
白
の
事
故
死
』

工
学
院
大
学
殿
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』

功
刀
貞
如
殿
『
日
蓮
聖
人
の
身
延
山
』
三
冊

熊
平
製
作
所
殿
「
抜
華
の
つ
づ
り
そ
の
五
十
三
」

藤
井
教
雄
殿
『
た
い
へ
ん
島
原
大
変
二
百
回
忌
記
念
誌
』

総
理
府
国
際
平
和
協
力
本
部
事
務
局
殿
「
国
連
平
和
維
持
活
動
ｌ
わ

た
し
た
ち
の
国
際
平
和
協
力
」
ビ
デ
オ
ー

浅
草
寺
殿
『
佛
教
文
化
講
座
訂
』

日
蓮
宗
宗
勢
調
査
会
殿
『
日
蓮
宗
全
国
宗
勢
調
査
統
計
表
』

双
思
書
房
殿
『
み
ん
な
で
教
育
を
考
え
た
』

清
文
社
殿
『
平
成
五
年
、
日
本
の
白
書
』

身
延
山
大
学
設
置
事
務
局
殿
『
読
売
年
鑑
・
分
野
別
人
名
録
』

他
六
冊

種
智
院
大
学
殿
『
佛
教
万
華
』

聖
徳
学
園
殿
『
聖
徳
学
園
六
十
年
の
歩
み
』

東
京
地
方
税
理
士
会
殿
『
東
京
地
方
税
理
士
会
五
十
年
史
』

電
気
事
業
連
合
会
殿
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
技
術
さ
ん
す
い
』

(2”）



46 454443 4241 403938 37 36353433 323130

二
冊

大
乗
淑
徳
学
園
殿
『
共
生
』

田
中
慈
妙
殿
『
草
山
要
路
』
他
七
十
二
冊

東
京
相
和
銀
行
殿
『
経
営
と
人
（
マ
ス
コ
ミ
に
見
る
東
京
相
和
銀

行
会
長
長
田
庄
一
の
歩
み
）
』

中
央
学
術
研
究
所
殿
『
真
理
と
創
造
』

戸
田
浩
暁
殿
『
続
天
地
哨
明
』

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
『
劇
画
日
持
上
人
』
他
二
冊

側
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
事
業
部
殿
『
ブ
ラ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
・

シ
テ
ィ
ー
大
停
電
』
マ
ン
ガ

日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
殿
『
ベ
ル
リ
ン
の
壁
天
使
た
ち

の
記
録
』
他
一
冊

日
登
寺
殿
『
明
治
八
年
屯
田
開
創
日
登
寺
百
年
史
』

日
蓮
宗
布
教
院
編
集
事
務
局
殿
『
布
教
院
々
報
』

日
蓮
宗
宗
務
院
殿
日
蓮
宗
宗
報
第
一
五
○
号

成
田
山
新
勝
寺
殿
『
モ
ノ
グ
ラ
フ
、
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
』
一
冊

日
蓮
宗
北
海
道
西
部
教
化
セ
ン
タ
ー
殿
『
日
訓
本
化
妙
典
』

上
五
冊
下
六
冊

日
蓮
宗
青
森
県
宗
務
所
殿
『
日
持
上
人
第
七
百
遠
忌
記
念
誌
』

納
税
協
会
連
合
会
殿
『
総
合
税
制
研
究
』

広
島
県
県
民
生
活
部
文
化
振
興
室
長
殿
『
広
島
県
名
誉
県
民
小
伝

集
』
六
冊
一
組
・
四
組

藤
田
猪
和
男
殿
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』

6362 6160595857 5655 54535251 50 49 4847

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
殿
『
臨
済
録
一
字
索
引
』

は
ま
な
し
文
化
の
会
山
下
総
業
株
式
会
社
殿
「
は
ま
な
し
」

第
三
号

世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
殿
『
仏
教
東
漸
百
年
記
念
先
覚
者

の
適
徳
を
偲
ぶ
』

法
華
仏
教
国
際
交
流
協
会
事
務
局
殿
『
絵
で
見
る
釈
尊
の
生
涯
』

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
殿
『
松
下
幸
之
助
発
言
集
妬
』

町
田
是
正
殿
『
日
蓮
聖
人
に
み
る
宗
教
思
想
』
二
冊

松
本
光
華
殿
『
み
ん
な
の
地
球
を
救
う
に
は
』
他
三
十
九
冊

モ
ー
ビ
ル
石
油
殿
『
ｏ
ｚ
Ｆ
国
〔
畠
温
ｌ
岳
温
〕
昌
固
の
弓
固
詞
口
罪

昌
』

身
延
山
久
遠
寺
殿
『
み
の
ぶ
合
本
第
開
巻
』

望
月
海
淑
殿
「
法
華
」
五
月
号
～
二
月
号
『
海
鳴
り
』
他
二
十

六
冊

望
月
理
殿
「
鳥
居
松
枝
能
者
養
成
所
と
思
い
出
』

明
徳
学
園
殿
『
明
徳
学
園
加
年
の
あ
ゆ
み
』

望
月
泰
幹
殿
『
新
国
訳
大
蔵
経
文
殊
経
典
部
２
』

村
英
男
殿
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
全
釦
巻
他
一
四
二
八
冊

宮
田
恵
美
殿
『
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
記
全
五
巻
第
２
回
チ
ベ
ッ
ト
旅
行

記
』
六
冊

山
梨
県
立
甲
府
西
高
等
学
校
殿
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』

山
梨
県
教
育
委
員
会
殿
『
南
ア
ル
プ
ス
カ
モ
シ
カ
保
護
地
域
特
別

調
査
報
告
書
』

(2〃）



“
山
梨
県
み
ど
り
の
基
金
殿
『
や
ま
な
し
森
林
浴
』
二
冊

開
山
梨
県
県
立
美
術
館
殿
『
葡
萄
と
ワ
イ
ン
の
美
術
』
他
四
冊
・

髄
山
梨
大
学
殿
『
山
梨
大
学
は
、
い
ま
』

師
山
梨
県
農
務
部
農
村
整
備
課
殿
『
土
地
分
類
基
本
調
査
大
河
原

鰍
沢
』

鯛
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
図
書
館
殿
『
収
書
目
録
』

的
山
下
清
一
殿
「
日
蓮
聖
人
大
事
典
』
他
二
二
六
冊

、
山
梨
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
殿
「
県
民
文
芸
』

刊
山
梨
県
立
文
学
館
殿
『
図
版
解
説
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』

他
一
冊

泥
山
中
喜
八
殿
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
下
二
冊

（
自
平
成
五
年
四
月
一
日
～
至
平
成
六
年
二
月
二
十
八
日
掲
戦
順

不
同
）
以
上

本
学
園
図
書
館
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
、
四
年
制
大
学
開
校
予
定
に

向
っ
て
、
よ
り
一
層
図
書
の
充
実
を
計
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
広
く
皆
々
様
方
の
「
一
人
一
冊
献
本
運
動
」
の
御
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
・
有
縁
関
係
者
・
図
書
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
・
献
本
協
力
者
・
開
宗
七
五
○
年
報
恩
事
業
学
園
改
組
転
換
学
部
新

設
事
業
寄
付
者
・
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証
（
一
年

間
有
効
）
を
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
御
来
館

の
際
に
は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。
（
桑
名
貫
正
）

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
役
員
会
の
開
催

平
成
五
年
度
、
同
窓
会
役
員
会
が
平
成
五
年
十
月
二
十
六
日
（
火
）
、

身
延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
盛
会
裡
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
役
員
会
次
第
（
司
会
・
桑
名
貫
正
）

側
開
会
の
辞
（
谷
川
寛
徳
副
会
長
）

②
玄
題
三
唱
・
挨
拶
（
小
崎
龍
雄
会
長
）

③
理
事
長
挨
拶
（
学
園
担
当
理
事
・
功
刀
布
教
部
長
）

側
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）
ｊ

⑤
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

班

⑥
議
事
く

イ
、
議
長
選
出

ロ
、
身
延
山
短
期
大
学
改
組
転
換
経
過
報
告
（
学
園
担
当
理
事
）

ハ
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告

二
、
本
部
庶
務
・
会
計
報
告

ホ
、
各
支
部
の
現
況
報
告

へ
、
そ
の
他

、
玄
題
三
唱
（
小
崎
龍
雄
会
長
）

⑧
閉
会
の
辞

※
議
事
録

イ
、
議
長
選
出
平
原
要
俊
山
梨
県
副
支
部
長
が
選
出
さ
れ
る



ロ
、
身
延
山
短
期
大
学
改
組
転
換
経
過
報
告
（
学
園
担
当
理
事
）

河
村
孝
照
先
生
が
当
初
学
部
長
予
定
者
で
あ
っ
た
が
諸
般
の
事
情

に
よ
り
、
仲
澤
浩
祐
先
生
に
変
わ
り
ま
し
た
。
仲
澤
先
生
は
学
部

長
予
定
者
と
し
て
設
置
準
備
局
長
に
な
り
、
そ
の
仕
事
を
推
進
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
仲
澤
局
長
が
紹
介
さ
れ
、
仲
澤
局
長
の
挨
拶
。
又
、
『
学

園
当
局
か
ら
要
請
を
受
け
、
文
部
省
に
必
要
書
類
等
を
提
出
す
る

な
ど
、
諸
準
備
を
押
し
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
現
段
階
で
は
文
部

省
設
置
審
査
会
の
審
査
待
ち
の
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と
の
報
告
を

し
た
。

再
び
功
刀
学
園
担
当
理
事
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
が

な
さ
れ
た
。

＊
四
月
末
日
文
部
省
へ
第
一
次
申
請
書
類
が
受
理
さ
れ
る
。

＊
七
月
大
学
改
造
・
高
校
校
舎
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
入
札
、
一
括

し
て
竹
中
工
務
店
に
落
札
と
な
る
。
（
８
億
劃
万
円
）

＊
七
月
二
十
八
日
文
部
省
へ
書
類
申
請
受
理
さ
れ
る
。
八
月
末
日

迄
に
説
明
書
類
提
出
。

＊
九
月
私
学
行
政
課
・
企
画
課
の
ヒ
ャ
リ
ン
グ
（
事
業
説
明
）
追

加
書
類
等
の
提
出
。

＊
そ
の
中
で
特
に
身
延
山
久
遠
寺
か
ら
の
寄
付
金
が
多
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
将
来
は
学
園
独
自
の
経
営
を
考
え
る
方
向
へ
進
む

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。

＊
十
月
二
十
五
日
文
部
省
企
画
課
の
指
導
を
受
け
る
。
教
員
組
織
．

教
員
の
研
究
費
等
に
つ
い
て
の
指
導
。

＊
来
年
秋
に
は
現
地
調
査
が
あ
る
の
で
、
な
に
よ
り
も
工
事
等
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

＊
高
校
校
舎
の
新
築
は
平
成
六
年
七
月
完
成
予
定

＊
グ
ラ
ン
ド
の
造
成
は
平
成
六
年
七
月
完
成
予
定

＊
大
学
校
舎
改
造
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
工
事
開
始
（
十
二
月

三
十
一
日
迄
）

＊
平
成
七
年
四
月
一
日
開
校
予
定

ハ
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

＊
平
成
五
年
十
月
現
在
の
「
開
宗
七
五
○
年
報
恩
事
業
改
組
転
換

学
部
新
設
事
業
寄
付
状
況
」
の
明
細
が
報
告
さ
れ
た
。

二
、
本
部
庶
務
（
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
）

①
昨
年
の
総
会
報
告
身
延
山
大
学
改
組
転
換
に
当
っ
て
、
実
現

の
為
の
物
心
両
面
の
協
力
金
二
億
円
以
上
の
勧
募
の
決
議
文
の

報
告
・
勧
募
の
お
願
い
文
と
同
窓
会
取
扱
と
し
て
の
、
振
込
用

紙
を
全
国
同
窓
生
一
八
○
○
余
人
に
郵
送
す
る
。
（
二
・
三
・

四
・
五
月
）
そ
の
内
、
転
居
先
不
明
等
で
一
割
近
く
戻
る
（
七

月
二
十
九
日
現
在
、
三
、
一
七
五
万
円
）

②
勧
募
金
額
が
思
う
よ
う
に
伸
び
な
い
の
で
再
度
（
八
月
）
役
員

宛
に
お
願
い
文
を
郵
送
し
た
結
果
十
月
二
十
二
日
現
在
で
、
学

園
関
係
者
か
ら
四
七
七
○
万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。
又
、
八

月
の
お
願
い
文
に
呼
応
し
て
、
大
阪
支
部
長
・
牛
居
一
教
師
は

関
係
者
か
ら
の
三
一
○
五
万
円
を
現
金
で
持
参
。
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③
各
支
部
の
総
会
へ
の
学
園
関
係
者
出
張

＊
平
成
四
年
九
月
三
日
九
州
地
区
・
延
山
会
よ
り
要
請
が
あ
り
秋

山
智
孝
校
長
出
張
。

＊
平
成
五
年
三
月
十
日
九
州
支
部
役
員
会
へ
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事

出
張
。

＊
平
成
五
年
三
月
十
二
日
北
陸
四
県
同
窓
会
役
員
会
へ
秋
山
智
孝

校
長
出
張
。

＊
平
成
五
年
六
月
山
梨
県
支
部
総
会
へ
学
園
担
当
理
事
功
刀
部
長
・

桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
出
張
。

④
慶
弔
規
定
に
基
づ
き
祝
電
６
本
、
弔
電
５
本
の
報
告
。
（
本
部

に
連
絡
有
り
し
分
）

会
計
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

＊
別
紙
の
通
り
平
成
四
年
度
の
会
計
報
告
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

ホ
、
各
支
部
の
現
況
報
告

＊
京
都
支
部
・
奥
田
恵
遠
師
寄
付
金
に
つ
い
て

支
部
で
ま
と
め
て
納
め
た
い
。
個
人
的
に
も
頑
張
り
た
い
。

＊
和
歌
山
支
部
長
・
薗
田
恵
岳
師
会
員
全
員
で
勧
募
の
件
を
話

し
合
っ
て
い
る
。

立
正
大
学
の
分
担
金
は
済
ん
だ
の
で
身
延
山
大
学
に
頑
張
り
た

い
。

＊
福
岡
支
部
・
渡
辺
霊
法
師
（
中
村
副
会
長
欠
席
）
福
岡
で
は
、

二
回
学
校
当
局
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

十
一
月
九
日
支
部
総
会
を
開
き
協
力
を
お
願
い
す
る
。

十
一
月
十
六
日
九
州
全
体
総
会
を
開
催
し
、
身
延
山
大
学
へ
の

寄
付
協
力
す
る
旨
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

＊
京
都
支
部
長
（
一
部
）
貫
名
英
俊
師
十
一
月
十
日
に
会
員
へ

勧
募
の
件
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

＊
兵
庫
県
支
部
長
・
谷
口
宗
敏
師
本
日
の
役
員
会
に
参
加
し
十

月
二
十
七
日
に
支
部
総
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
口

い
く
ら
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
て
出
し
た
い
と
思
う
。

＊
青
森
支
部
・
佐
藤
秀
旭
師
現
在
二
十
二
名
の
同
窓
生
が
い
る
。

祖
山
の
為
、
出
来
る
だ
け
協
力
し
て
勧
募
し
た
い
。
青
森
県
は

今
年
は
冷
夏
で
稲
作
が
良
く
な
い
の
で
平
成
七
年
の
開
校
の
年

に
は
集
め
た
い
。

＊
山
梨
県
副
支
部
長
・
平
原
要
俊
師
山
梨
県
は
前
の
図
書
館
の

時
は
一
○
○
○
万
円
寄
付
し
た
の
で
そ
の
倍
の
二
○
○
○
万
円

を
勧
募
し
た
い
と
思
う
。
会
員
の
三
回
分
納
も
結
構
。

（
住
職
は
十
五
万
円
以
上
、
非
住
職
は
五
万
円
以
上
）

＊
富
山
支
部
長
・
谷
川
寛
徳
師
同
窓
生
九
名
。
会
員
は
一
口
十

万
円
以
上
と
し
た
。

た
だ
し
、
個
人
で
出
す
力
の
な
い
人
は
、
百
萬
人
講
を
十
人
以

上
集
め
る
。

そ
の
場
合
、
学
校
指
定
と
す
る
こ
と
の
運
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

＊
大
阪
支
部
長
・
牛
居
一
教
師
寄
付
す
る
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。

大
阪
の
人
々
は
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
大
学
は
本
化
の
菩

薩
を
つ
く
る
場
所
で
あ
る
。
会
長
さ
ん
に
一
度
来
て
も
ら
い
説
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明
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
石
川
県
支
部
長
・
出
島
元
学
師
石
川
県
は
一
部
二
部
と
二
つ

に
別
れ
て
い
る
。

会
員
一
人
に
つ
き
十
万
円
と
決
め
て
会
員
は
承
知
し
て
い
る
。

責
任
を
持
っ
て
集
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
東
京
支
部
長
・
久
本
信
明
師
東
京
は
古
く
か
ら
支
部
が
あ
る

が
、
現
在
一
二
～
一
三
人
が
集
ま
る
現
状
で
あ
る
。

立
正
大
学
の
方
に
よ
う
や
く
多
額
の
寄
付
が
終
っ
た
所
で
あ
る

が
本
日
の
役
員
会
の
内
容
を
聞
い
て
来
年
勧
募
の
件
を
ま
と
め

た
い
と
思
う
。

＊
神
奈
川
県
支
部
支
部
長
・
荒
川
日
範
師
は
欠
席
の
た
め
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
小
林
海
優
師
、
五
月
例
年
会
を
妙
福

寺
に
て
開
催
し
勧
募
の
件
が
話
さ
れ
た
。
十
一
月
に
会
合
が
あ

り
勧
募
の
方
法
の
具
体
化
を
決
め
、
最
大
限
の
協
力
を
し
た
い
。

小
崎
会
長
自
ら
会
員
の
寺
を
回
っ
て
お
願
い
し
た
い
と
言
っ
て

い
る
。

へ
、
そ
の
他

＊
宮
田
如
龍
理
事
、
山
梨
県
支
部
の
役
員
会
で
勧
募
を
同
窓
生
以

外
の
寺
院
に
も
、
お
願
い
す
る
こ
と
を
決
め
実
際
に
歩
い
て
み

る
と
学
校
出
身
者
以
外
で
も
勧
募
が
あ
る
の
で
、
各
支
部
で
も

歩
い
て
み
て
は
ど
う
か
。

＊
庶
務
・
会
計
幹
事
の
手
当
て
を
五
万
円
か
ら
七
万
円
へ
の
提
案

が
な
さ
れ
出
席
役
員
一
同
賛
成
と
な
り
増
額
が
認
め
ら
れ
た
。

伽
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
四
回
学
術
大
会
は
、
五
月
二
十
二
日
（
土
）
、
二
十
三
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
高
野
山
大
学
（
和
歌
山
）
の
主
催
で
行
わ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
金
綱
集
の
研
究
中
條
暁
秀

◆
諸
律
に
記
さ
れ
た
「
二
仏
。

背
の
高
い
塔
・
博
泥
」
の
意
味
す
る
も
の
高
橋
尭
昭

研
究
活
動
報
告

＊
出
島
元
学
支
部
長
よ
り
全
国
の
宗
務
所
長
宛
に
、
勧
募
の
お
願

い
を
し
た
ら
ど
う
か
の
提
案
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
学
園
担
当

理
事
功
刀
部
長
は
、
全
国
寺
院
に
百
萬
人
講
の
推
進
委
員
の
依

頼
状
を
出
し
て
い
る
の
で
、
お
願
い
を
し
て
い
る
と
の
答
え
が

あ
っ
た
。

＊
出
島
支
部
長
よ
り
先
生
方
に
学
生
を
呼
ぶ
場
合
は
、
名
前
に
君

付
け
を
し
て
ほ
し
い
。
又
、
先
輩
・
後
箪
の
在
り
方
を
見
直
し
、

学
生
同
士
仲
良
く
し
て
ほ
し
い
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

＊
奥
田
恵
遠
師
よ
り
、
身
延
の
特
色
あ
る
人
材
を
教
育
し
て
ほ
し

い
。
身
延
に
来
た
学
生
は
、
さ
す
が
だ
と
身
延
の
精
神
に
学
ぶ

感
動
あ
る
教
育
を
し
て
ほ
し
い
。
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。
以
上

（
文
資
桑
名
貫
正
）
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②
日
本
仏
教
学
会

平
成
五
年
度
学
術
大
会
は
、
十
一
月
六
日
（
土
）
、
七
日
（
日
）
の
両

日
に
わ
た
り
、
当
番
校
東
京
大
学
（
東
京
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。
本
学

か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
原
始
仏
教
に
お
け
る
聖
と
俗
池
上
要
靖

③
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
六
回
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
九
日
（
金
）
、
二
十
日
（
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
身
延
山
短
期
大
学
（
山
梨
）
を
会
場
に
し
て
開
催
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
提
婆
品
と
竜
神
信
仰
と
の
関
連
高
橋
堯
昭

◆
開
目
抄
に
現
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
桑
名
貫
正

◆
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
望
月
真
澄

◆
江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て

Ｉ
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て
Ｉ
奥
野
本
洋

側
日
本
宗
教
学
会

第
五
十
二
回
学
術
大
会
は
、
九
月
八
日
（
金
）
、
九
日
（
土
）
、
十
日

（
日
）
に
わ
た
り
、
当
番
校
北
海
道
大
学
（
北
海
道
）
の
主
催
で
行
わ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
御
講
聞
書
の
位
澄
中
條
暁
秀

◆
宗
教
教
育
１
行
と
学
Ｉ
渡
辺
寛
勝

日
蓮
聖
人
の
出
自
に
つ
い
て
松
本

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
誇
法
観
白
川

法
華
経
に
お
け
る
菩
薩
行
猪
野

日
蓮
聖
人
の
法
華
色
読
の
一
考
察
今
泉

日
蓮
聖
人
の
末
法
観
井
前

身
延
在
山
中
の
諸
人
供
養
に
見
る
檀
越
の
役
割
宇
佐
美

日
蓮
大
聖
人
佐
渡
生
活
一
考
察
大
山

日
像
上
人
の
京
都
弘
通
金
岡

天
台
智
顎
に
お
け
る
行
法
観
’
四
種
三
昧
を
中
心
と
し
て
ｌ

近
正

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
で
の
生
活
志
村

身
池
対
論
に
つ
い
て
鈴
木

上
行
自
覚
に
つ
い
て
高
林

身
延
離
山
後
の
日
興
上
人
に
つ
い
て
田
辺

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
生
活
山
崎

日
蓮
聖
人
の
塁
茶
羅
勧
請
の
諸
尊
に
つ
い
て
豊
沢

日
蓮
宗
の
守
護
神
・
鬼
子
母
神
を
中
心
と
し
て
中
山

苦
に
つ
い
て
の
一
考
察
梨
羽

身
延
山
と
武
田
氏
、
穴
山
氏
と
の
関
係
沼
田

日
蓮
聖
人
と
法
華
経
ｌ
御
遺
文
を
通
し
て
Ｉ
野
中

日
蓮
聖
人
の
聖
徳
太
子
観
畠
山

平
成
五
年
度
卒
業
論
文
一
覧

貴美晃錬 養裕信弘本英文 信晃秀本導能充

利香佑瀬了周嗣行乗学徳修 行一貴隆明誉延祐
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日
蓮
聖
人
の
花
押
に
つ
い
て
平
岡
寿
美
乃

武
田
信
玄
の
身
延
山
政
策
松
尾
光
真

久
遠
成
院
日
親
上
人
に
つ
い
て
松
島
康
昌

五
綱
教
判
に
つ
い
て
Ｉ
序
と
師
に
つ
い
て
Ｉ
萬
田
力

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
行
」
の
研
究
Ｉ
不
軽
菩
薩
の
仏
性
礼
拝
を
も
と

に
１
水
戸
安
志

『
観
心
本
尊
抄
」
に
於
け
る
日
蓮
聖
人
の
「
本
尊
」
森
岡
孝
文

日
蓮
聖
人
の
題
目
観
八
竹
亜
紀

日
持
上
人
伝
の
一
考
察
山
本
義
剛

平
等
思
想
に
つ
い
て
後
藤
義
光

日
蓮
宗
の
祈
祷
の
根
源
今
野
玄
海
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